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①　設定データ画面への入り方

＞＞「業務選択」ボタンを押します

＞＞「04.設定」ボタンを押します

＞＞「01.設定業務」ボタンを押します

※設定画面イメージ



②　軽減税率設定

＞＞「ＯＥＳ設定」の「ＯＥＳシステムオプション」を押します

＞＞「ＯＥＳオプション」→「設定２」→「変更」
→「テイクアウト軽減税率対応」→「する」で「確定」を押します



③　税率設定

＞＞「共通設定」の「レストラン」を押します

＞＞「変更」→「消費税」を押します

＞＞「確定」→「終了」を押します

●「全メニュー課税対象」→ イートイン時の消費課税を選択します
●「軽減税率全メニュー課税対象」→ テイクアウト時の消費課税を選択します

課税１～５項目を種別（外税or内税）・
税率（１０％or８％）・端数をどのように
処理するかを設定し、その設定内容
を「全メニュー課税対象」と「軽減税率
全メニュー課税対象」へ設定します



④　メニュー設定

＞＞「共通設定」→「メニュー」を押します

＞＞編集する商品を選び「変更」を押します

＞＞税率を設定したい商品を選択→「変更」を押します



＞＞「基本設定」の「単価」、「軽減税率単価」を変更します
●単          価・・イートインの単価
●軽減税率単価・・テイクアウトの単価

＞＞「詳細設定」の「税ステータス」、「軽減税率税ステータス」を変更する
＞＞「基本設定」の「単価」、「軽減税率単価」を変更します

●単          価・・イートインの単価
●軽減税率単価・・テイクアウトの単価

＞＞入力終了後「確定」→「終了」を押します

「ステータスなし」とは消費種別（外税ｏｒ内税）や税率の設定を本マニュアル【３．税率設定】
ページにある「全メニュー課税対象」「軽減税率全メニュー課税対象」の設定が反映されるという
事です。

基本的には外税設定だけど一部商品のみ内税にしたい等の場合に、この項目の税ステータスを変更
します

課税１～５項目は本マニュアル【３．税
率設定】ページをご参照ください



⑤　ハンディ・レジ割付

＞＞「共通設定」→「一括割付」を押します

【機能】項目ではレ
ジ会計用ボタンの
設定を行います

【HTL200】項目で
はハンディー用ボタ
ンの設定を行いま
す



■　伝票ＴＯボタンの設定

＞＞「機能」→「伝票ＴＯ」をドラックして割り付ける
※「伝票ＴＯ」・・「飲食/持帰」が「両方化」の全商品を一括でテイクアウトにする

■　アイテムＴＯボタンの設定

＞＞「機能」→「アイテムＴＯ」をドラックして割り付ける
※「アイテムＴＯ」・・「飲食/持帰」が「両方化」の選択した商品だけをテイクアウトにする

＞＞割付終了後「確定」を押す

■　ハンディー用持帰りボタンの設定
※すでにハンディーターミナルに【持帰】ボタンがある場合は設定の必要はありません



＞＞「HTL-200」→「機能キー」→「持帰」をドラックして割り付ける
※「持帰」・・「飲食/持帰」が「両方化」の選択した商品だけをテイクアウトにする

＞＞割付終了後「確定」→「終了」を押します



⑥　取引別レポート

＞＞「ＰＯＳ設定」の「取引別名称」を押します

ここでの設定作業では「取引別精算」「取引別点検」は必須で設定をします。シフト精
算機能を使用している店舗は、「シフト精算」「シフト点検」も設定してください



■　取引別精算

＞＞「取引別精算」「集計番号３００～３０９」を「変更」押して編集します
●出 力   番 号・・「９０～９９」まで順番に入力
●名     　　称・・画像の通りに入力
●印字パターン・・全て「１１」

＞＞入力終了後「確定」



■　取引別精算

＞＞「取引別点検」「集計番号３００～３０９」を「変更」押して編集します
●出力番号が「０」になっているので「９０～９９」まで順番に入力
●印字パターン・・全て「１１」

＞＞入力終了後「確定」→「終了」を押します



⑦　税率レシート設定・領収書設定

＞＞「システム設定」の「ＰＯＳシステムオプション」を押します
●パスワード「１４１４」

＞＞「変更」→「印字設定」の「印字設定１」を押します
●上の画像の通りに設定します

＞＞入力終了後「確定」を押します



＞＞「印字設定」→「印字設定２」を押す
●「領収書買上明細印字」を「する」にする

＞＞「機能設定」→「機能設定３」を押す
●「ＴＯ切替方法」を「タイプ２」にする

＞＞入力終了後「確定」を押します



⑧　テイクアウト説明文印字

＞＞「ＰＯＳ設定」の「コマーシャルメッセージ」を押します

＞＞「フッターメッセージ」→「１行目」を「する」
→名称を「Ｔ印は軽減税率適応商品です」と入力する

＞＞入力終了後「確定」→「終了」を押します



⑨  配信業務

■変更したデータを各機器へ配信します

＞＞「ユーザー保守業務」ボタンを押します

＞＞「設定配信業務」ボタンを押します

＞＞「OES設定送信」ボタンを押します

■プリンター他各機器へ配信します

①「全設定」を選択します
②「確認」ボタンを押します

画面の指示に従い、終了するとレシートが出力されます

■ハンディーターミナルでの受信
※各機器へのデータ配信が終了したら

ハンディーターミナルの電源を入れます

｢業務選択｣ボタンを押します

｢無線ＤＬＬ｣ボタンをタッチします

｢ＥＮＴ｣ボタンを押します（ハンディーターミナル側面のボタンです）

｢設定１｣ボタンをタッチします

｢ＥＮＴ｣ボタンを押します

「設定ＤＬＬ中」の画面がでた後、１分ほどで通常画面に戻ります

後はレジ、ハンディーターミナルにて設定が反映されているか確認してください

※配信が失敗した場合※
ステーションやプリンターの電源が切れている可能性がある
ので、電源が入っていることを確認してレジにて再送信（確
認ボタンを押す）を実行してください

ここでエラーになった場合はデータクリアーをおこなった後
「業務選択」からやり直してください



⑩  最後に

【レシート】

【領収書】

トレーニングモードで
上の画像のように印字されたら設定完了です！！！


